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し
た
機
構
で
は
な
い
と
批
判
し
た
。 

・
中
国
外
交
担
当
ト
ッ
プ
の
王
共
産
党
政

治
局
員
は
、
７
月
１
５
日
訪
問
先
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
林
芳
正
外
相
に
対
し
、
「
東

京
電
力
福
島
第
１
原
発
の
処
理
水
海
洋
放

出
を
独
断
専
行
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
牽

制
し
た
。 

・
韓
国
外
務
省
報
道
官
は
、
７
月
４
日
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
「
最
高
の
権
威
を
持
っ
た
国

際
機
関
」
と
述
べ
、
７
月
５
日
韓
国
政
府

は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
処
理
水
に
対
す
る
結
論
を

尊
重
す
る
と
の
立
場
を
示
し
た
。 

・
８
月
１
１
日
ウ
イ
ー
ン
で
開
か
れ
た
２

０
２
６
年
の
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

第
１
回
準
備
委
員
会
の
ビ
ー
ナ
ン
議
長
が

１
０
日
に
示
し
た
総
括
草
案
で
は
福
島
第

１
原
発
の
処
理
水
に
関
し
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の

関
連
の
取
り
組
み
を
強
く
支
持
す
る
」
と

表
明
し
た
。
こ
の
場
で
、
中
国
は
処
理
水

を
「
汚
染
水
」
と
呼
び
反
対
す
る
姿
勢
を

示
し
た
。 

・
韓
国
の
革
新
系
野
党
「
共
に
民
主
党
」

は
海
洋
放
出
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
水
産
物

の
輸
入
規
制
を
福
島
な
ど
近
隣
８
県
の
対

象
か
ら
日
本
全
国
に
広
げ
る
と
表
明
し
て

い
る
。 

批
判
の
根
拠
の
一
つ
放
射
性
物
質
ト
リ

チ
ュ
ウ
ム
の
各
国
の
実
態 

各
国
原
発
の
処
理
水
放
出
に
伴
う
放
射

性
物
質
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
の
実
態
の
一
例
は

次
の
通
り
。 

（
福
島
第
１
原
発
２
２
兆
ベ
ク
レ
ル
未
満

（
予
定
計
画
値
）
を
１
と
し
た
場
合
） 

〇
泰
山
第
３
原
発
（
中
国
）
６
．
５
倍 

〇
陽
江
原
発
（
中
国
）
５
倍 

〇
月
城
原
発
（
韓
国
）
３
．
２
倍 

・
欧
米
で
は
、 

〇
ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
施
設
（
仏
） 

４
５
４
．
５
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〇
ブ
ル
ー
ス
Ａ
，
Ｂ
原
発
（
カ
ナ
ダ
） 

５
４
倍 

〇
ヘ
イ
シ
ャ
ム
２
原
発
（
英
） 

１
４
．
７
倍 

・
わ
が
国
海
中
放
出
の
対
応 

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
飲
料
水

基
準
の
７
分
の
１
に
希
釈
し
放
出
す
る
。

（
放
出
後
に
は
海
水
と
混
ざ
り
更
に
希
釈

さ
れ
る
と
し
て
い
る
） 

問
題
は
「
偽
情
報
」、「
風
評
被
害
」 

（
各
種
の
報
道
内
容
か
ら
） 

科
学
的
根
拠
の
全
く
な
い
国
内
外
の
風

評
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
各
種
の
危
険
を
あ

お
る
「
偽
情
報
」、
デ
マ
が
あ
り
、
そ
の
一

例
は
次
の
通
り
。 

・
中
国
は
、
処
理
水
放
出
を
対
日
批
判
の

外
交
カ
ー
ド
と
し
て
偽
情
報
の
発
信
を
強

め
て
い
る
。
核
汚
染
水
の
排
出
に
よ
る
海

洋
環
境
や
生
物
の
健
康
に
関
わ
る
重
大
な

問
題
と
繰
り
返
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
海

洋
は
世
界
の
公
共
財
産
で
日
本
の
『
下
水

道
』
で
は
な
い
。
「
処
理
水
を
放
出
す
れ
ば

一
切
の
結
果
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
も
威
嚇
し
て
い
る
。 

・
７
月
２
日
、
公
明
党
の
山
口
那
津
男
代

表
は
福
島
第
１
原
発
の
処
理
水
を
海
洋
放

出
す
る
時
期
に
つ
い
て
「
直
近
に
迫
っ
た

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
は
避
け
た
方
が
よ
い
」

と
述
べ
た
。
こ
れ
が
与
党
の
首
脳
た
る
者

の
認
識
か
と
思
う
と
唖
然
と
す
る
。
風
評

被
害
の
拡
大
、
処
理
水
は
問
題
が
あ
る
と

表
明
し
た
こ
と
と
な
る
。
中
国
の
思
う
壺

で
あ
ろ
う
。 

・
韓
国
最
大
野
党
「
共
に
民
主
党
」
李
代

表
は
「
処
理
水
」
を
「
汚
染
水
」
と
し
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
最
終
報
告
書
は
「
根
拠
も
な

く
、
証
拠
も
な
い
空
き
缶
の
様
な
も
の
」

と
喧
伝
し
て
い
る
。
ま
た
「
汚
染
水
を
放

出
す
れ
ば
キ
ム
チ
つ
く
り
に
大
量
に
必
要 

な
塩
が
な
く
な
る
と
し
て
買
い
だ
め
に
走

る
人
が
増
え
た
。」
と
い
う
記
事
も
あ
る
。 

国
立
ア
カ
デ
ミ
ー
「
日
本
学
術
会
議
」
は

機
能
し
て
い
る
か 

「
処
理
水
の
放
出
」
に
関
す
る
様
々
な

根
拠
も
何
も
な
い
「
非
科
学
的
な
偽
情
報
」

も
矢
玉
の
如
く
降
り
か
か
っ
て
く
る
と
、

漁
業
関
係
者
自
身
が
、
ま
た
日
頃
違
和
感

な
く
魚
介
を
食
し
て
い
る
多
く
の
我
が
国

国
民
が
、
政
府
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
学
界
等
有
識
者
に
よ
る

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
反
論
は
あ
る
の

か
等
疑
問
が
生
じ
て
来
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
問
題
は
１
２
年
前
か
ら
福
島
第
１

原
発
に
関
し
て
ま
た
今
回
の
処
理
水
を
海

洋
放
出
す
る
こ
と
に
関
し
て
国
立
ア
カ
デ

ミ
ー
で
あ
る
内
閣
府
の
特
別
機
関
の
一
つ

で
あ
り
、
行
政
、
産
業
及
び
国
民
生
活
に

科
学
を
反
映
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
会
員
２
１
０
名
（
任
期
６
年
国
家
公
務

員
）、
連
携
会
員
約
２
，
０
０
０
人
、
年
間

予
算
約
９
億
８
４
９
６
万
円
（
２
０
２
０

年
度
）
「
日
本
学
術
会
議
」
が
こ
の
処
理
水

を
巡
る
見
解
や
論
文
等
を
国
民
が
知
れ
る

内
容
と
し
て
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
学
術
会
議
は
世
の
中
と
か
け
離
れ
た

「
軍
事
忌
避
即
ち
戦
争
を
目
的
と
す
る
科

学
の
研
究
は
絶
対
に
行
わ
な
い
」
と
言
う

会
長
声
明
で
今
日
ま
で
過
ご
し
て
い
る
。

で
は
軍
事
的
研
究
と
は
言
わ
せ
な
い
、
福

島
第
１
原
発
に
関
し
て
ま
た
今
回
の
処
理

水
を
海
洋
放
出
す
る
こ
と
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
「
学
術
会
議
」
の
活
動
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
こ
の
際
明
確
に
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
梶
田
会
長
名

で
そ
の
成
果
を
発
表
し
国
民
の
心
配
を
科

学
的
に
払
拭
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ

る
。
が
時
す
で
に
遅
し
で
あ
る
。
ま
た
政

府
は
「
日
本
学
術
会
議
に
対
し
偽
情
報
対 

 

 

「
福
島
第
１
原
発
処
理
水
海
中
放
出
」
と

「
日
本
学
術
会
議
」 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら
１
２
年
、
今

実
現
間
近
と
な
っ
て
い
る
原
発
処
理
水

は
、
２
０
２
１
年
４
月
菅
内
閣
は
「
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発
の
敷
地
内
に
保
管
さ

れ
て
い
る
１
２
６
万
ト
ン
の
汚
染
水
の
海

洋
放
出
を
決
定
し
た
。 

現
在
、
各
種
の
写
真
で
見
る
よ
う
に
約

１
，
０
０
０
基
の
巨
大
タ
ン
ク
群
、
そ
の

容
量
は
約
１
３
７
万
ト
ン
で
２
０
２
３
年

７
月
４
日
現
在
、
保
管
で
き
る
容
量
の
９

８
％
ま
で
使
っ
て
い
る
。
既
に
保
管
量
の

限
界
に
近
い
状
態
。
こ
の
よ
う
な
中
、
２

０
２
３
年
７
月
４
日
東
京
電
力
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
の
「
処
理
水
」
の
海
洋
放

出
計
画
に
つ
い
て
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ 

）
は
２
年
間
に
及
ぶ
各
種
の
調
査

を
基
に
「
国
際
的
な
安
全
基
準
に
合
致
し

て
い
る
」
と
包
括
報
告
書
で
認
め
た
。
ま

た
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ 

が
事
務
所
を
原
発
構
内
に

新
設
し
職
員
を
常
駐
さ
せ
処
理
水
の
最
期

の
一
滴
ま
で
監
視
す
る
狙
い
は
、
海
洋
放

出
が
計
画
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を

監
視
す
る
こ
と
は
固
よ
り
、
風
評
被
害
へ

の
懸
念
が
強
い
地
元
漁
業
者
ら
と
の
対
話

や
、
放
出
後
も
安
全
評
価
を
継
続
し
て
行

う
事
が
目
的
と
し
て
い
る
。 

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
国
際
原
子
力
機
関
の
包
括
報

告
書
に
対
す
る
批
判 

・
中
国
呉
江
浩
駐
日
大
使
は
、
７
月
４
日

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
の
処
理
水
海
洋

放
出
に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
包
括
報
告
書

に
つ
い
て
①
報
告
書
で
は
日
本
側
の
海
洋

放
出
の
正
当
性
と
合
法
性
は
説
明
で
き
な

い
。
②
海
洋
放
出
の
中
止
③
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は

核
汚
染
水
に
よ
る
海
洋
環
境
や
生
物
の
健

康
へ
の
長
期
的
影
響
を
評
価
す
る
の
に
適 
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部
隊
の
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
駐
屯
地
に
お

け
る
業
務
な
ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
招
集
で
は

即
応
予
備
自
衛
官
は
延
べ
２
，
１
７
９
人
（
実

人
数
１
，
３
６
９
人
）、
予
備
自
衛
官
は
陸
海

空
自
衛
隊
合
計
で
延
べ
４
６
９
人
（
実
人
数

２
９
３
人
）
を
そ
れ
ぞ
れ
招
集
し
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
の
ほ
か
に
も
、
平
成
２
８

年
熊
本
地
震
、
平
成
３
０
年
７
月
豪
雨
、
平

成
３
０
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
即
応
予

備
自
衛
官
が
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台

風
第
１
９
号
）、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
即
応

予
備
自
衛
官
及
び
予
備
自
衛
官
が
招
集
さ

れ
、
物
資
輸
送
や
生
活
支
援
活
動
な
ど
に
従

事
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
災
害
派
遣
（
令

和
２
年
２
月
～
３
月
）
で
は
、
医
師
、
看
護

師
の
資
格
を
有
す
る
予
備
自
衛
官
を
招
集

し
、
自
衛
隊
病
院
な
ど
に
お
い
て
医
療
支
援

な
ど
の
任
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

（
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
） 

 

特
別
会
員 

・
中
根
圭
介
（
厚
木
市
） 

県
央
支
部
か
ら
湘
南
支
部
へ
移
籍 

応
の
よ
う
な
内
容
の
諮
問
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
疑
問
で
あ
る
。
風
評
や
偽
情
報
を
打
破

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
時
期
、
そ
の
実
力
発

揮
の
機
会
を
無
く
し
た
と
思
わ
れ
る
「
日
本
学
術

会
議
」
の
存
在
意
義
、
今
後
の
存
続
意
義
が
問
わ

れ
、
民
営
化
の
考
え
も
出
て
来
る
で
あ
ろ
う
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
大
東
亜
戦
争
」
と
「
太
平
洋
戦
争
」 

日
本
で
は
１
９
２
５
年
（
大
正
１
４
年
）
の

日
米
未
来
戦
記
な
ど
で
「
太
平
洋
戦
争
」
が
使

用
さ
れ
た
が
、
１
９
４
１
年
の
開
戦
直
後
に
「
大

東
亜
戦
争
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
（
「
亜
」
は
「
亜

細
亜
」
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
の
略
語
）
。
「
ア
ジ
ア

の
欧
米
植
民
地
を
解
放
し
、
大
東
亜
共
栄
圏
を

設
立
し
て
ア
ジ
ア
の
自
立
を
目
指
す
」
と
い
う

理
念
を
掲
げ
た
。 

植
民
地
宗
主
国
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
連
合

国
側
に
と
っ
て
は
都
合
が
悪
か
っ
た
た
め
、
戦

後
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ

Ｑ
）
の
占
領
政
策
で
「
大
東
亜
戦
争
」
は
「
太

平
洋
戦
争
」
へ
強
制
的
に
変
更
さ
せ
ら
れ
た
。 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
プ
レ
ス
・
コ
ー
ド
な
ど
で
「
大
東

亜
戦
争
」
の
使
用
を
新
聞
で
避
け
る
よ
う
に
指

令
し
、
１
９
４
５
年
１
２
月
８
日
（
開
戦
４
周

年
）
以
降
、
新
聞
各
紙
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
情
報
教

育
局
作
成
の
『
太
平
洋
戰
爭
史−

真
実
な
き
軍

国
日
本
の
崩
壊
』
の
掲
載
を
開
始
。
こ
の
満
州

事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
を
連
続
さ
せ
日
本

の
侵
略
と
残
虐
行
為
を
詳
細
に
叙
述
し
た
戦
史

の
単
行
本
１
０
万
部
は
完
売
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
導
で

学
校
教
育
で
も
奨
励
さ
れ
、
定
着
し
た
。
１
２

月
１
５
日
の
神
道
指
令
で
は
軍
国
主
義
・
国
家

主
義
を
連
想
さ
せ
る
と
し
て
「
大
東
亜
戦
争
」

呼
称
の
使
用
を
公
文
書
に
お
い
て
禁
止
し
た

（
の
ち
失
効
）
。 

翌
１
９
４
６
年
、
法
律
や
勅
令
の
文
言
は
「
今

次
ノ
戦
争
」
と
改
め
ら
れ
た
。
１
９
６
０
年
頃 

編
集
後
記 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・09/05（火） 

 部隊研修（防衛省） 

・09/09（土） 

 第６回支部理事役会 

・09/25（月） 

 ９月隊友紙発送 

・10/07（土） 

 第７回支部理事役会 

・10/23（月） 

 10 月隊友紙発送 

・11/04（土） 

 第８回支部理事役会 

・11/11（土） 

 安全保障トークサロン 

 

か
ら
一
種
の
タ
ブ
ー
扱
い
と
さ
れ
「
大
東
亜
戦

争
」
は
メ
デ
ィ
ア
で
の
使
用
は
控
え
ら
れ
て
お

り
、
日
本
政
府
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
政
策
以
降
、
現
在

ま
で
公
的
に
は
「
今
次
戦
争
」「
先
の
大
戦
」「
第

二
次
世
界
大
戦
」
な
ど
を
用
い
て
い
る
。 

た
だ
し
２
０
０
６
年 –

 

２
０
０
７
年
（
平

成
１
８
年
度
）
の
政
府
見
解
で
は
「
大
東
亜
戦

争
」
「
太
平
洋
戦
争
」
の
定
義
を
定
め
る
法
令
は

な
い
と
さ
れ
た
。 

（
出
典
：
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

Ｒ
５
年
度 

陸
・
海
・
空
自
衛
官
等 

募
集
情
報
提
供
に
つ
い
て 

会
員
担
当
主
任 

田
中 

了 

神
奈
川
県
隊
友
会
湘
南
支
部
は
、
自
衛
官
募

集
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

会
員
各
位
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
に
湘
南
地

区
に
お
い
て
、
ご
家
族
・
ご
親
戚
・
ご
友
人
な

ど
で
、
自
衛
官
に
な
り
た
い
方
や
興
味
が
あ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
藤
沢
募
集
案

内
所
ま
た
は
平
塚
地
域
事
務
所
に
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
藤
沢
募
集
事
務
所
ま
た
は
平
塚
地
域

事
務
所
に
情
報
提
供
し
た
場
合
、
湘
南
支
部
長

も
し
く
は
支
部
会
員
担
当
に
も
ご
連
絡
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

☛

防
衛
省 

自
衛
隊 

神
奈
川
地
方
協
力
本
部 

藤
沢
募
集
案
内
所 
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自
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協
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平
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☛

湘
南
支
部
連
絡
先 

湘
南
支
部
長 

清
﨑 

忠
圀 

電 

話
：0

8
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1
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2
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湘
南
支
部
会
員
担
当 

田
中 

了 

メ
ー
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―
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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―
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令
和
５
年
度
特
集 

予
備
自
衛
官
に
つ
い
て 

第
３
回
「
災
害
等
で
の
救
助
・
支
援
活
動
」 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
平
成
２
３
年

３
月
の
東
日
本
大
震
災
。
被
災
地
で
は
、
被

災
者
の
救
助
活
動
や
食
料
の
輸
送
、
給
水
や

入
浴
の
生
活
支
援
な
ど
に
、
大
き
な
自
衛
隊

の
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。 

発
災
当
日
の
平
成
２
３
年
３
月
１
１
日
に

約
８
，
４
０
０
人
が
動
員
さ
れ
た
の
を
始
め

と
し
て
、
３
月
１
３
日
に
は
動
員
数
が
約
５

万
人
に
上
り
、
最
も
多
い
と
き
は
陸
海
空
合

わ
せ
て
約
２
２
万
人
の
ほ
ぼ
半
数
に
あ
た
る

約
１
０
万
７
千
人
の
自
衛
官
が
、
人
命
救
助

や
輸
送
支
援
、
給
水
・
給
食
な
ど
の
生
活
支

援
そ
し
て
原
子
力
災
害
へ
の
対
応
な
ど
に
携

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
即
応
予
備
自
衛

官
及
び
予
備
自
衛
官
も
活
動
に
あ
た
り
ま
し

た
。 即

応
予
備
自
衛
官
は
、
主
に
被
災
三
県
の

沿
岸
地
域
に
派
遣
さ
れ
、
給
水
支
援
や
入
浴

支
援
、
物
資
輸
送
な
ど
の
生
活
支
援
活
動
に

あ
た
る
と
と
も
に
、
捜
索
活
動
に
も
携
わ
り

ま
し
た
。
一
方
、
予
備
自
衛
官
は
、
救
援
活

動
に
携
わ
る
米
軍
の
通
訳
、
医
療
、
そ
し
て 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E8%81%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E4%B8%BB%E7%BE%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E4%B8%BB%E7%BE%A9
https://www.mod.go.jp/pco/kanagawa/mado/fujisawa/fujisawa.html
https://www.mod.go.jp/pco/kanagawa/mado/fujisawa/fujisawa.html
https://www.mod.go.jp/pco/kanagawa/mado/hiratuka/hiratuka.html
https://www.mod.go.jp/pco/kanagawa/mado/hiratuka/hiratuka.html

